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生活科 
具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊かにしていくた

めの資質･能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

○活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴やよさ，それらの 

関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにする。 

○身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活について考え， 

表現することができるようにする。 

○身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり生活を豊かにした 

りしようとする態度を養う。 
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遊びや生活の中で，幼児期の特性に応じた 

「見方・考え方」や資質・能力を育む学び 

 

 

健康な

心と体 
自立心 協同性 

道徳性・

規範意識

の芽生え 
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言葉に 

よる 

伝え合い 

豊かな 

感性と 

表現 

幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿 

数量や図形，標

識や文字など

への関心・感覚 

 

学びの芽生え 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を手掛かりとしたよさの伸長 
・幼児の得意なところや更に伸ばしたいと 

ころに応じた関わり 

・自立的・協同的な活動の促し 

・意図的・計画的な環境の構成 
 

精神的な自立 
自分のよさや可能性に気付き，意欲や自信，「夢」

をもって前向きに生活する。 

学びの自立 
自ら進んで活動するとともに，自分の思いや考え

など（「志」）を表現しようとする。 

生活上の自立 
自分のことを自分でしようとし，得意なこと，不得

意なことに気付き，自分自身に「誇り」をもつ。 

知識・技能の基礎  思考力・判断力・表現力等の基礎  学びに向かう力・人間性等 

言葉 

人間 
 関係 

表現 

環境 

健康 

満 1歳以上児の 

教育・保育の５領域 
身近な人と 

気持ちが通じ合う 

身近なものと関わり 
感性が育つ 

健やかに 
伸び伸びと育つ 養 護 

（生命の保持・情緒の安定） 

乳児期の保育の 

３つの視点 

自立して社会で生きていく力 
将来に対する希望。実現したいと 

いう願い。自分のめざす理想。 

自分や自分の故郷に対する 

愛着，自信。 

     目的や信念をもって実現に向けて 

     努力しようとする決意。 

スタートカリキュラムを通じて，各教科等の特質に応じた学びにつなぐ 

「生活科」を中心とした合科的・関連的な

指導や弾力的な時間割設定 
・子どもの生活の流れの中で「10の姿」が 

発揮できる工夫 

・短時間学習の工夫 

・具体的な活動を伴う学習活動の位置付け 

・安心して自ら学びを広げていける学習環 

境の整備 

教科等の特質に応じた「見方・考え方」や

資質・能力を育むとともに，教科横断的に

それらを総合・統合していく学び 

接 

続 

期 

の 

指 

導 

自覚的な学び 

知識・技能   思考力・判断力・表現力等   学びに向かう力・人間性等 
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